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➢
神
林
茂
議
員 

今
ま
さ
に
、
国
で
は
、
事
業
仕
分

け
を
踏
ま
え
た
予
算
編
成
の
真
っ

た
だ
中
で
あ
り
ま
す
。
都
政
に
お

い
て
、
石
原
知
事
と
我
が
党
が
取

り
組
ん
で
き
た
よ
う
に
、
大
胆
に 

行
財
政
を
見
直
し
、
無
駄
を
省
き
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
賛
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

長
い
年
月
を
か
け
て
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
て
き

た
、
米
国
や
地
方
自
治
体
や
住
民
と
の
約
束
事
や
信
頼
関
係

を
い
と
も
簡
単
に
反
古
に
し
た
り
、
国
の
将
来
を
担
う
科
学

技
術
や
公
共
事
業
そ
の
も
の
が
ま
る
で
悪
で
あ
る
か
の
よ
う

に
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
本
来
国
と
し
て
な
す
べ
き

責
務
ま
で
放
棄
し
削
減
す
る
こ
と
は
、
数
の
上
に
あ
ぐ
ら
を

か
く
暴
挙
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
加
え
て
、
あ
れ
だ
け
国
民
に
混
乱
と
迷
惑
を
か
け

た
社
会
保
険
庁
職
員
の
半
数
以
上
を
、
１
月
に
発
足
す
る
日

暮暮暮らららしししのののサササポポポーーータタターーー宣宣宣言言言！！！ 
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本
年
金
機
構
に
、何
の
反
省
も
な
い
ま
ま
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
送

り
込
ん
だ
り
、教
員
の
質
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い
教
員
免
許
更
新

制
度
の
廃
止
や
学
力
テ
ス
ト
の
調
査
対
象
を
大
幅
に
絞
り
込
む

な
ど
の
画
策
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、こ
う
し
た
一
連
の
動
き
を
断

固
阻
止
す
べ
く
声
を
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
都
政
運
営
に
あ
た
っ
て
、
今

最
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
は
、こ
う
し
た
国
の
一
方
的
な
切
り
捨
て

や
地
方
へ
の
押
し
つ
け
が
、都
民
生
活
に
大
き
な
打
撃
や
影
響
を

与
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

都
は
、
現
下
の
厳
し
い
環
境
に
直
面
す
る
中
、
産
業
・
雇
用
や

福
祉
・
医
療
、
基
盤
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
水
の

安
定
供
給
、
教
育
に
至
る
ま
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
都
民
の
暮

ら
し
を
守
る
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
都
政
運
営
に
あ
た
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
都
税
収
入
の
大
幅
な
減
収
が
見
込

ま
れ
、公
約
の
実
現
に
こ
だ
わ
り
迷
走
す
る
国
の
財
政
運
営
の
中

に
あ
っ
て
、
来
年
度
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
知

事
の
見
解
と
決
意
を
伺
い
ま
す
。 

➣
石
原
都
知
事
答
弁
（
一
部
抜
粋
） 

都
財
政
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
環
境
の

下
に
来
年
度
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
都
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
新
政
権
の
国
政
運
営
が
ど
う
な

っ
て
い
く
の
か
は
、
大
き
な
懸
念
材
料 

で
あ
る
。 

地
方
主
権
を
標
榜
す
る
新
政
権
は
、国
の
都
合
で
地
方
に
財
政

負
担
を
付
け
回
す
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、地
方
主
権
の
理
念
を
貫

い
て
、
来
年
度
の
国
家
予
算
を
編
成
し
て
も
ら
い
た
い
。 
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謹
賀
新
年

神林 茂 平成21年12月本会議で

国の一方的な 

しわ寄せに負けず、 

都民の暮らしを守る 

都政運営を、 

石原知事に問う！ 



 

 

 

 

神林茂君と楽しむ会（仮称）

  
 

 

 

★芸能人（お笑いその他）も登場！ 楽しいイベントをたくさ

ん用意してお待ちしています。ご家族・友人・同僚他、皆様お

誘い合わせの上、お気軽にご参加ください！ 

連絡先：神林茂事務所（大田区西糀谷4-16-17 ℡5735-3150）

京
浜
急
行
線
・連
続
立
体
交
差
事
業
の 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
高
架
下
の
有
効
利
用
を
質
す 

 

答
弁
２
（
福
祉
保
健
局
長
） 

昨
年
四
月
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
等
を
目
的
に
、
介
護
報

酬
の
増
額
改
定
を
行
い
ま
し
た
。
先
の
国
の
補
正
予
算
に
お
い

て
は
、
都
道
府
県
に
基
金
を
造
成
し
、
介
護
職
員
の
給
与
水
準

の
向
上
を
図
る
為
の
事
業
や
、
代
替
職
員
の
確
保
に
よ
り
、
研

修
の
受
講
を
支
援
す
る
事
業 

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
都
と 

し
て
も
、
基
金
事
業
も
積
極 

的
に
活
用
し
な
が
ら
、
処
遇 

改
善
や
資
質
向
上
に
取
り
組 

み
ま
す
。 

質
問
２
（
神
林
議
員
） 

介
護
職
員
の
賃
金
を
勤
務
内
容
に
見
合
っ
た
も
の
に
す
る

な
ど
の
処
遇
改
善
や
、
職
員
の
研
修
機
会
確
保
や
資
格
取
得
支

援
等
の
資
質
向
上
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を

伺
い
ま
す
。 

質
問
１
（
神
林
議
員
） 

深
刻
な
求
職
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
将
来
に
向
け
て

の
介
護
人
材
確
保
策
に
繋
が
る
よ
う
な
総
合
的
な
対
応
策
に

即
刻
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。 

答
弁
１
（
福
祉
保
健
局
長
） 

都
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金
を
活
用
し
、
離

職
者
等
が
介
護
施
設
等
で
雇
用
さ
れ
、
働
き
な
が
ら
介
護
福
祉

士
等
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
教
育
機
関
と
連
携
し
、
介
護
人
材
の
確

保
・
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

っ
た
な
し
！ 

待 
～
改
め
て
介
護
に
言
及
す
る  

質
問
１
（
神
林
議
員
） 

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
高
架
下
利
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
九
日
都
議
会
で
の
神
林
茂
一
般
質
問
よ
り
抜
粋
） 

答
弁
１
（
都
建
設
局
技
監
） 

質
問
２
（
神
林
議
員
） 

立
体
交
差
事
業
と
と
も
に
、
駅
周
辺
や
高
架
下
を
有
効
利
用

し
て
、
駅
を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

殊
に
、
高
架
下
に
は
立
体
・
機
械
式
駐
輪
場
、
子
育
て
や
医
療

施
設
を
設
置
し
、
地
域
要
望
を
踏
ま
え
て
、
町
会
会
館
や
消
防

団
詰
所
等
も
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

答
弁
２
（
都
建
設
局
技
監
） 

都
は
街
づ
く
り
の
観
点
か
ら
必
要
性
の
高
い
駐
車
場
や
公
園
等
の
施

設
の
設
置
に
つ
い
て
、
利
用
計
画
に
反
映
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
集
会
所

等
の
公
共
的
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
沿
線
の
街
づ
く
り
や
地
元
要
望
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
有
効
利
用
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
高
架
構
造
物
の
工
事
を
実
施
し

て
お
り
、
平
成
二
十
二
年
の
春
に
上
り
線

を
高
架
化
し
ま
す
。
引
き
続
き
下
り
線
の

工
事
を
進
め
、
平
成
二
十
四
年
度
に
全
線

高
架
化
し
、
全
て
の
踏
切
を
除
却
す
る
予

定
で
す
。 

高
架
下
利
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
計
画

の
検
討
、
調
整
を
行
う
た
め
、
平
成
二
十

一
年
六
月
に
、
都
、
地
元
区
、
鉄
道
事
業

者
で
高
架
下
利
用
検
討
会
を
設
置
し
、
現

在
、
利
用
可
能
な
箇
所
や
面
積
等
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

♪梅は咲いたか、桜はまだかいな♪ 

池上梅園 

二十一世紀桜
春の散歩に・・・ 

東京都議会議員 

平成22年４月13日（火）
開場：午後6時 ／ 開会:午後6時30分

ＰＩＯ１階大展示ホール 

（大田区南蒲田1-20-20 ℡3733-6466） 

会費：3000円（椅子席をご用意しております） 

企画一新！ 皆で楽しく！ 

 

京
急
蒲
田
駅
完
成
予
想
図 

見頃２月中旬～ 

大田区池上2-2-13  

開園9時～16時30分 

大人100円、小人20円 

池上梅園：3753-1658  

下丸子2・3・4丁目地域

の多摩川土手沿い  

染井吉野150本  

鵜の木駅徒歩12分 

 

 


